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目次 Contents
２０２０年１月号

02 年頭所感（新年のごあいさつ）
05 栄えある受章（叙勲・褒章）
06 役場からのお知らせ

はじまります申告相談/所得税等確
定申告のご案内/奨学生募集/教育委
員会表彰の内申受付/ふるさと納税

（応援寄附金）/人権擁護委員が代わ
りました/町のがんばる企業紹介シ
リーズ２２「ダイワリンクホテル会
津田島」/放課後児童クラブ入所児
童募集のご案内/持ち歩いても大丈
夫！マイナンバーカードの安全性

13 連載コラム「相続登記」パート２
16 まちの話題

田島太鼓龍巳会が日本一決定戦で第
３位/新消防庁舎開庁/キャッチボー
ル全国大会で田島中が第７位/田島
寿学園愛宕学級が世代間交流/星登
志一さんが法務大臣表彰を受賞/県
愛鳥週間ポスターコンクールで舘岩
中の藤原さんが３年連続受賞の快挙
/食べ残しゼロ学習会で食品ロスを
楽しく学ぶ

18 すまいるだより vol ２１
19 交流広場

高野の雪まつり２０２０/ 認知症カ
フェ

20 くらしの情報
お知らせ・募集（４件）

21 アイデア募集「第２期南会津町まち・
ひと・しごと創生総合戦略」/ 百歳
賀寿 / 大宅町長の公務百景

22 健康通信
㈱タニタヘルスリンクと協働した健
康づくり / 乳幼児健診・相談カレン
ダー / １・２月の日曜当番医 / ふく
しま健民検定に挑戦 / 心の健康相談
１月の納税こよみ

24 図書館へ行こう！
25 まちの文芸 / 誕生おめでとう / お悔

やみ申し上げます / まちの人口 / 編
集後記

26 東京五輪への取り組みシリーズ３
「ホストタウンをＰＲ」

今月の表紙
融けた雪が寒気に晒されて氷結し
上から下へと徐々に成長する氷柱

豪雪地帯では数㍍におよぶほか
地面にまで達するものも見られます

　

私
の
施
政
信
念
で
あ
り
ま
す
「
公

平
、
公
正
、
誠
実
、
思
い
や
り
」
を

基
本
と
し
、
常
に
初
心
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
、
地
域
の
声
に
耳
を
傾
け
、

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
つ
く
り
、
町
民

の
皆
さ
ま
に
お
会
い
し
て
声
を
直
接

聞
く
機
会
を
設
け
て
き
ま
し
た
。

　

本
年
も
、
一
人
一
人
の
声
に
真
摯

に
向
き
合
い
な
が
ら
、
困
っ
た
人
に

手
を
差
し
伸
べ
ら
れ
る
行
政
で
あ
り

続
け
た
い
と
強
く
思
い
ま
す
。

　

よ
り
多
く
の
皆
さ
ま
の
声
を
町
政

に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、
町
民
の

皆
さ
ま
と
議
会
、
行
政
が
信
頼
関
係

で
構
築
さ
れ
、
安
全
・
安
心
の
ま
ち

づ
く
り
と
地
域
力
の
向
上
を
さ
ら
に

推
進
し
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
、
こ
れ

か
ら
も
ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
希
望

は

じ

め

に

昨
年
を
振
り
返
っ
て

　

平
成
か
ら
令
和
へ
と
新
た
な
時
代

に
移
り
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
未

来
に
つ
な
が
る
事
業
や
地
域
力
の
向

上
に
結
び
付
く
取
り
組
み
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　

特
に
、
本
町
を
取
り
巻
く
基
幹
道

路
の
整
備
が
着
実
に
進
展
し
、
新
た

な
人
の
流
れ
や
物
の
流
れ
が
、
交
流

人
口
、
さ
ら
に
は
関
係
人
口
の
増
加

に
結
び
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

会
津
縦
貫
南
道
路
の
整
備
で
は
、

５
工
区
の
下
郷
田
島
バ
イ
パ
ス
の
工

事
、
国
道
１
２
１
号
鎌
倉
崎
交
差
点

で
は
、
会
津
鉄
道
交
差
部
の
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

広
域
的
に
み
る
と
、
山
形
県
か
ら

栃
木
県
を
結
ぶ
会
津
縦
貫
道
と
栃
木

西
部
・
会
津
南
道
路
は
、
栃
木
県
側

で
工
事
が
進
め
ら
れ
、
新
潟
県
三
条

市
と
只
見
町
か
ら
南
会
津
町
へ
通
じ

る
国
道
２
８
９
号
八
十
里
越
え
も
、

令
和
５
年
の
開
通
を
目
指
し
て
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
の
人
口
の
現
状
と
将
来

を
見
据
え
た
方
向
性
と
し
て
、
令
和

２
年
度
か
ら
６
年
度
を
対
象
期
間
と

す
る
「
第
２
期
南
会
津
町
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
策

定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
な
る
人
口
減
少
と
少
子
高
齢

化
の
進
展
と
い
う
課
題
に
向
き
合

い
、
行
政
と
町
民
が
一
体
と
な
っ
た

今
後
５
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
、
人
づ

く
り
、
仕
事
づ
く
り
の
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

年

頭

所

感

町

長

に
満
ち
た
町
の
実
現
に
向
け
て
、
行

政
の
責
任
者
と
し
て
ま
い
進
し
ま
す
。

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
と

景
観
形
成

　

町
の
豊
か
な
自
然
を
未
来
に
受
け

継
ぐ
子
孫
の
た
め
に
、
四
季
折
々
に

変
化
す
る
里
山
景
観
に
磨
き
を
か

け
、
地
域
の
宝
を
未
来
永
劫
伝
承
し

て
い
く
た
め
に
、
平
成
29
年
６
月
に

「
移
り
行
く
四
季
、
人
と
自
然
を
未

来
に
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
」
を
宣
言

し
ま
し
た
。

　

美
し
い
景
観
づ
く
り
の
一
環
と
す

る
「
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
１
万
本
の
里
づ
く

り
事
業
」
で
は
、
各
集
落
や
地
域
で

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
苗
木
約
３
千
本
が
植

樹
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
行
政
と
地
域
が
力
を

合
わ
せ
た
美
し
い
自
然
景
観
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

地

域

振

興

と

働
く
環
境
づ
く
り

①
農
業
分
野

　

町
の
基
幹
産
業
の
柱
の
一
つ
で
あ

る
農
業
で
は
、
新
規
就
農
者
へ
の
支

援
と
農
業
所
得
の
向
上
を
目
指
し
て

き
ま
し
た
。

　

特
に
、
南
郷
ト
マ
ト
の
栽
培
を
目

指
し
た
若
い
世
代
の
Ｉ
タ
ー
ン
者

が
、
新
規
就
農
者
と
し
て
定
着
し
て

い
ま
す
。
全
国
に
誇
れ
る
南
郷
ト
マ

ト
の
ブ
ラ
ン
ド
を
活
用
し
、
引
き
続

き
新
規
就
農
者
の
確
保
を
目
指
し
ま

す
。

②
林
業
分
野

　

町
の
９
割
以
上
の
面
積
を
占
め
る

森
林
資
源
の
活
用
は
、
重
要
な
町
の

施
策
で
あ
り
、
昨
年
か
ら
実
施
し
て

い
る
林
野
庁
と
の
人
事
相
互
交
流
を
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猪
股
洋
さ
ん
が
秋
の
叙
勲
「
瑞
宝
単

光
章
」
を
め
で
た
く
受
章
さ
れ
、
12
月

11
日
に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

猪
股
さ
ん
は
、
昭
和
49
年
４
月
に
旧

田
島
町
消
防
団
に
入
団
。
平
成
２
年
か

ら
副
分
団
長
、
平
成
16
年
か
ら
は
分
団

長
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

合
併
後
の
南
会
津
町
消
防
団
で
は
、

平
成
24
年
か
ら
旧
田
島
支
団
副
支
団
長

を
務
め
ら
れ
、
退
団
さ
れ
る
ま
で
の
44

年
余
り
の
長
き
に
わ
た
り
、
地
域
住
民

の
安
全
を
守
る
と
と
も
に
、
地
域
防
災

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
長
年
の
ご
功
績
が
認
め

ら
れ
、
晴
れ
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

秋
の
叙
勲

猪
股
　
洋ひ

ろ
し 

さ
ん（
田
島
上
町
）

　
　
　「
瑞ず

い
ほ
う
た
ん
こ
う
し
ょ
う

宝
単
光
章
」を
受
章

　

児
山
孝
美
さ
ん
が
秋
の
褒
章
「
藍
綬

褒
章
」
を
め
で
た
く
受
章
さ
れ
、
12
月

17
日
に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

児
山
さ
ん
は
、
昭
和
56
年
６
月
に
旧

田
島
町
消
防
団
に
入
団
。
平
成
16
年
か

ら
副
分
団
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

合
併
後
の
南
会
津
町
消
防
団
で
は
、

平
成
20
年
か
ら
分
団
長
、
平
成
31
年
か

ら
は
副
団
長
（
第
１
支
団
副
支
団
長
）

と
し
て
団
長
を
補
佐
す
る
と
と
も
に
、

地
域
住
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め

に
日
々
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
長
年
の
ご
功
績
が
認
め

ら
れ
、
晴
れ
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

秋
の
褒
章

児
山 

孝た
か
よ
し美 

さ
ん（
長
野
）

　
　
　「
藍ら

ん
じ
ゅ
ほ
う
し
ょ
う

綬
褒
章
」を
受
章

①
東
京
２
０
２
０
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン

　
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

　

３
月
28
日
に
、
町
内
で
聖
火
リ
レ

ー
が
行
わ
れ
ま
す
。
多
く
の
町
民
の

参
加
で
機
運
を
上
げ
る
と
と
も
に
、

競
技
大
会
を
契
機
に
訪
れ
る
多
く
の

外
国
人
を
お
も
て
な
し
の
心
で
歓
迎

し
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
の
触
れ
合
い

を
通
し
て
、
地
域
の
活
性
化
や
交
流

に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

次
世
代
を
担
う

人

材

育

成

観

光

の

振

興

　

み
な
み
や
ま
観
光
㈱
、
会
津
高
原

リ
ゾ
ー
ト
㈱
、会
津
高
原
フ
レ
ン
ド
・

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
㈱
の
３
社
を
統

合
し
た
新
た
な
第
三
セ
ク
タ
ー
が
、

本
年
４
月
に
設
立
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
は
も
と
よ
り
、

新
会
社
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生

か
す
こ
と
で
、
教
育
旅
行
や
農
家
民

泊
、
合
宿
誘
致
な
ど
の
グ
リ
ー
ン
シ

ー
ズ
ン
の
誘
客
が
期
待
さ
れ
、
雇
用

の
確
保
や
地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果

は
も
ち
ろ
ん
、
将
来
的
に
は
地
域
住

民
の
福
祉
や
教
育
な
ど
を
、
総
合
的

結

び

に

　

合
併
か
ら
15
年
目
を
迎
え
、
合
併

特
例
に
よ
る
財
政
優
遇
措
置
期
間
終

了
後
の
激
変
緩
和
期
間
が
、
令
和
２

年
度
で
終
了
し
ま
す
。

　

町
の
財
政
は
、
依
然
と
し
て
地
方

交
付
税
を
は
じ
め
と
し
た
依
存
財
源

の
動
向
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
た

め
、
効
率
的
か
つ
計
画
的
な
財
政
運

営
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
時
代
の
流

れ
を
見
極
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に

年頭所感
（新年のごあいさつ）

年頭所感
（新年のごあいさつ）

事
故
が
問
題
化
し
、
そ
の
防
止
対
策

が
課
題
で
す
。

　

本
町
で
も
、
運
転
免
許
証
の
自
主

返
納
を
制
度
化
し
て
い
ま
す
が
、
日

常
生
活
で
車
が
運
転
で
き
な
く
な
る

と
い
う
不
便
や
不
安
が
、
自
主
返
納

に
つ
な
が
ら
な
い
一
因
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

交
通
弱
者
の
視
点
に
立
ち
、
乗
り

や
す
い
、
乗
っ
て
い
た
だ
け
る
公
共

交
通
の
仕
組
み
の
検
討
と
実
証
実
験

を
し
た
結
果
、
令
和
２
年
度
に
町
内

の
一
部
の
地
域
で
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
に
よ
る
新
た
な
公
共
交
通
体
制

が
構
築
さ
れ
ま
す
。

③
防
災
対
策

　

昨
年
10
月
に
台
風
19
号
が
通
過
し

た
と
き
は
、一
部
地
域
に
避
難
勧
告
、

避
難
指
示
を
発
令
し
ま
し
た
。

　

幸
い
人
的
被
害
は
な
か
っ
た
も
の

の
、
町
道
や
河
川
、
農
業
施
設
な
ど

で
多
く
の
被
害
を
受
け
た
の
で
、
こ

れ
ら
被
災
箇
所
の
早
期
復
旧
に
向
け

て
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
田
代
山
の
山
腹
崩
落
と
西

根
川
へ
の
土
砂
流
出
で
は
、
今
後
も

国
や
県
に
対
し
て
、
抜
本
的
な
対
策

を
講
じ
る
よ
う
強
く
働
き
か
け
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
て
、

災
害
発
生
時
に
速
や
か
に
防
災
体
制

を
整
え
る
と
と
も
に
、
常
日
ご
ろ
か

東京五輪の合宿誘致に向けてアルメニア大使館を訪問
（大宅町長㊧とグラント・ポゴシャン大使㊨＝平成３０年１月１１日）

安
心
し
て
生
活
で
き
る

環
境
づ
く
り

①
子
育
て
環
境
の
充
実

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
子
育

て
支
援
は
重
要
な
施
策
で
す
。
安
心

し
て
妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
が
で
き

る
よ
う
、
子
育
て
ス
マ
イ
ル
支
援
事

業
の
継
続
、
さ
ら
に
は
、
産
後
ケ
ア

支
援
、
妊
産
婦
医
療
費
助
成
な
ど
の

施
策
で
、
引
き
続
き
総
合
的
に
支
援

し
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
は
、
子
育
て
に
悩
む

保
護
者
か
ら
の
相
談
が
多
く
寄
せ
ら

れ
る
の
で
、
健
康
福
祉
課
内
に
設
置

し
た
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
「
え
が
お
」
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓

口
と
し
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
、
必
要
に
応
じ
て
専
門
機
関
へ
の

つ
な
ぎ
の
役
割
が
果
た
せ
る
よ
う
、

相
談
体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

②
公
共
交
通
の
在
り
方

　

全
国
的
に
高
齢
者
の
運
転
に
よ
る

的
確
に
対
応
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
町
民
と
行
政
が
信
頼
関
係

を
構
築
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果

た
し
な
が
ら
協
働
に
よ
る
地
域
課
題

の
解
決
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

本
年
が
町
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ

て
、
健
康
で
幸
多
き
飛
躍
の
年
と
な

り
ま
す
よ
う
、
ま
す
ま
す
の
ご
発
展

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

地
域
力
の
向
上

　

町
の
未
来
像
「
互
い
を
思
い
や

り
、
人
と
自
然
が
や
さ
し
さ
に
包
ま

れ
た
、
安
心
と
信
頼
の
ま
ち
」
を
目

指
す
た
め
に
は
、
元
気
で
笑
顔
が
あ

ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
が
、
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
で
す
。

　

集
落
内
の
交
流
は
も
ち
ろ
ん
、
そ

の
枠
を
越
え
る
多
様
な
交
流
の
機
会

を
つ
く
る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
集
落

の
発
展
に
つ
な
げ
る
た
め
に
も
、
移

住
対
策
を
人
口
減
少
の
重
要
事
項
と

位
置
づ
け
、
情
報
の
発
信
や
相
談
体

制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

継
続
す
る
こ
と
で
職
員
の
育
成
に
努

め
る
と
と
も
に
、
林
産
業
に
携
わ
る

人
材
の
育
成
や
雇
用
創
出
へ
の
支
援

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

特
に
令
和
２
年
度
は
、
林
野
庁
の

林
業
成
長
産
業
化
地
域
創
出
モ
デ
ル

事
業
の
指
定
期
間
の
４
年
目
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
、
木
の
町
復
活
に
向
け

た
重
点
的
取
り
組
み
に
位
置
付
け
、

木
の
町
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
館
」
の
建

設
準
備
に
入
り
ま
す
。

　

こ
の
施
設
を
林
業
振
興
の
拠
点
施

設
に
位
置
付
け
、
町
の
林
業
振
興
の

情
報
発
信
に
努
め
ま
す
。

ら
町
民
に
対
す
る
防
災
意
識
の
啓
発

に
努
め
ま
す
。

に
担
え
る
会
社
と
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
建
て
替
え
に
着
手
し
て
い

る
さ
ゆ
り
荘
は
本
年
中
に
宿
泊
棟
を

建
設
す
る
予
定
で
あ
り
、
こ
の
施
設

が
観
光
の
核
と
し
て
地
域
の
活
性
化

に
結
び
付
く
よ
う
事
業
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
ル
メ
ニ
ア
共
和
国
の
ホ

ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
登
録
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
競
技
大
会
終
了
後
に
、
同

国
の
選
手
や
関
係
者
と
の
交
流
の
場

を
町
内
に
設
け
ま
す
。

　

多
く
の
町
民
と
の
交
流
を
通
し

て
、
豊
か
な
人
材
の
育
成
を
め
ざ
し

ま
す
。

②
県
立
高
等
学
校
（
田
　
島

南
会
津

）
統
合
問
題

　

両
校
振
興
連
絡
協
議
会
や
同
窓

会
、
さ
ら
に
は
地
域
な
ど
、
関
係
す

る
皆
さ
ま
と
連
携
し
、
２
校
存
続
を

必
守
す
る
べ
く
、
引
き
続
き
県
に
対

し
て
強
く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

栄えある受章栄えある受章栄えある受章
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は
じ
ま
り
ま
す

申申

告告

相相

談談
相
談
期
間

２
月
17
日
（
月
）
～
３
月
16
日
（
月
）

区　

分

内　
　

容

申
告
関
係
書
類

税
務
署
ま
た
は
役
場
か
ら
送
付
さ
れ
た
書
類

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

印

鑑

口
座
振
替
で
所
得
税
を
納
税
さ
れ
る
方
は
、

金
融
機
関
の
届
出
印
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

番
号
確
認
書
類

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
確
認
で
き
る
書
類
（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
通
知
カ
ー
ド
な
ど
。）

身
元
確
認
書
類

顔
写
真
付
き
の
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
。）

源

泉

徴

収

票

給
与
や
年
金
所
得
が
あ
る
方

収

支

内

訳

書

営
業
や
農
業
、
不
動
産
な
ど
の
事
業
所
得
が

あ
る
方

各
種
控
除
証
明
書

生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料
、
各
種
社
会
保

険
料
な
ど
。

口
座
番
号
確
認
書
類

預
金
通
帳
な
ど
。

※
詳
細
は
、
後
日
配
布
さ
れ
る
「
令
和
２
年
度
度
町
県
民
税
の
申
告

　

相
談
の
お
知
ら
せ
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
告
に
必
要
な
も
の

役場からのお知らせ
town office information

役場からのお知らせ
town office information

申
告
相
談
会
場

お住まいの地域 会　　　場

田　島 役場本庁 １階 多目的ホール

舘　岩 舘岩総合支所 １階 事務室

伊　南 伊南総合支所 １階 会議室

南　郷 南郷総合支所 １階 会議室

※各地域とも１会場で開催されます。

　

次
に
該
当
す
る
申
告
は
、
税

務
署
で
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

①
配
当
所
得
の
う
ち
「
特
定
口

　
座
年
間
取
引
報
告
書
」
に
よ

　
る
申
告

②
分
離
課
税
申
告

・
譲
渡
所
得
（
不
動
産
や
株
式

　

な
ど
。）

・
配
当
所
得（
上
場
株
式
な
ど
。）

・
雑
所
得
（
先
物
取
引
の
み
。）

③
高
度
な
判
断
が
必
要
な
申
告

・
仮
想
通
貨
な
ど
。

④
住
宅
税
制
の
適
用
申
告

・
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

・
住
宅
関
連
特
別
控
除　

な
ど
。

町
で
相
談
で
き
な
い
申
告

税
務
課　

町
税
係

　

電
話 

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
１
０

舘
岩
総
合
支
所　

町
民
課　

住
民
係

　

電
話 

０
２
４
１
（
７
８
）
３
３
４
５

伊
南
総
合
支
所　

町
民
課　

住
民
係

　

電
話 

０
２
４
１
（
７
６
）
７
７
１
２

南
郷
総
合
支
所　

町
民
課　

住
民
係

　

電
話 

０
２
４
１
（
７
２
）
２
２
２
４

　
「
令
和
元
年
分
の
所
得
税
」
と
「
令

和
２
年
度
の
町
県
民
税
」
の
申
告
相

談
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

　

申
告
は
、
介
護
保
険
料
な
ど
の
算

定
、
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
判
定

な
ど
の
基
礎
資
料
、
所
得
証
明
書
な

ど
の
発
行
に
、
非
常
に
重
要
な
手
続

き
で
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た

だ
く
税
金
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な

が
る
貴
重
な
財
源
で
す
。
忘
れ
ず
に

申
告
し
ま
し
ょ
う
。

●
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
申
告
会
場
は
大
変
込
み
合
い
ま
す
。

※
必
要
書
類
を
整
え
た
ら
、
あ
ら
か

　
じ
め
集
計
す
る
な
ど
相
談
時
間
の

　
短
縮
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
必
要
書
類
が
整
わ
な
い
と
、
申
告

　
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

※
税
務
署
で
の
申
告
は
10
㌻
を
ご
覧

　
く
だ
さ
い
。

●
確
定
申
告
（
税
務
署
）

　
「
前
年
の
所
得
」
と
「
所
得
税
」
を

申
告
し
ま
す
。

　

納
税
額
よ
り
多
く
納
め
た
場
合
は
払

い
戻
し
（
還
付
）
さ
れ
、
少
な
い
場
合

は
追
加
で
納
め
ま
す
。

※
町
県
民
税
の
申
告
も
兼
ね
て
い
ま
す
。

●
町
県
民
税
申
告
（
町
）

　

令
和
２
年
の
課
税
、
国
民
健
康
保
険

税
の
計
算
や
所
得
証
明
書
の
発
行
に
必

要
な
申
告
で
す
。

　

収
入
が
な
い
場
合
で
も
、
申
告
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

確
定
申
告
（
税
務
署
）
と

町
県
民
税
申
告
（
町
）
　

簡単診断！ 申告フローチャート

令和２年１月１日現在、南会津町に住んでいた
（住民登録をしていた）

令和２年１月１日現在に住んでいた市区町村
（住民登録地）へご確認ください

平成３１年１月１日から令和元年１２月３１日の間に収入があった

主に
「給与」収入

↓のいずれかに
当てはまる

国民健康保険、介護保
険、後期高齢者医療保
険に加入している

または

障害・遺族年金などの
非課税収入のみで、所
得 情 報 が 必 要 な 行 政
サービス（町営住宅・
保育料・各種手当など）
を利用する

または

税務証明書が必要だ
（所得・課税証明など）

年末調整が
済んでいる

「年金」収入のみ
※遺族・障害年金などの
　非課税年金を除く

主に
「年金」収入

確定申告が必要です（税務署）
※２月１７日から３月１６日の期間に限り、町会場でも
　確定申告が可能です。

町県民税の申告が必要です（町）

はい
いいえ

年金収入の合計が４００万円以上

申告は不要です
※追加の控除（扶養・配偶者・障がい
　者・医療費控除など。）があるときは、
　申告が必要です。

給与以外に所得がある

主に
「事業」収入

※ 営 業・ 農 業・ 不 動 産
　などの所得がある
　（ 給与・年金の収入

も含む　　　　　 ）

勤務先から町に
「給与支払報告書」

が提出されている

年金以外に所得がある

年金以外の所得が
２０万円を超えて
いる

給与以外の所得が
２０万円を超えて
いる

問
　

合
　

せ

いいえ

はい

はい

はい

はい はい

いいえ

はい

はい

はい

はい

はい いいえ

はい

はいいいえ

いいえ

いいえ いいえ

いいえ

はい

ス
タ
ー
ト
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地域 田島 舘岩 伊南 南郷

時間 ① 午 前 の 部：午 前 ９ 時 ～ 正　　 午（ 受 付 は 午 前 １ １ 時 ３ ０ 分 ま で ）
② 午 後 の 部：午 後 １ 時 ～ 午後４ 時（ 受 付 は 午 後 　 ３ 時 ３ ０ 分 ま で ）

　　　　　   会場
指定日

役場本庁１階
多目的ホール

総合支所１階
事務室 各総合支所１階　会議室

２月１７日（月） 滝原・羽塩 福渡・松戸原 伊南上町 東・中小屋

　　１８日（火） 古今・糸沢 戸中・押戸吉高・貝原・角生下 下町 中山口

　　１９日（水） 関本・藤生 小高林・上ノ原・助木生 道城 大新田・大橋

　　２０日（木） 川島 川衣・木賊 ※指定日に申告できない方 上山口

　　２１日（金） 中荒井
たのせ・穴原・前沢（午前）

多々石 木伏・水根沢
塩ノ原（午後）

　　２５日（火） 高野 水引 白沢 下山口

　　２６日（水） 上塩江・下塩江 湯ノ花・角生上 小塩 台板橋

　　２７日（木） 福米沢・金井沢 熨斗戸・伊与戸・新田原 ※指定日に申告できない方 鴇巣

　　２８日（金） 大豆渡・黒沢 森戸 青柳 宮床

３月　２日（月） 針生 井桁・八総 宮沢 界

　　　３日（火） 栗生沢・小出原 精舎・岩下・番屋 浜野 虻の宮・小野島

　　　４日（水） 水無・田部 高杖原・会津高原 ※指定日に申告できない方 片貝

　　　５日（木） 田部原１・２
※指定日に申告できない方

内川・耻風 富山

　　　６日（金） 長野 大原・小立岩 下山

　　　８日（日） ※指　　定　　日　　に　　申　　告　　で　　き　　な　　い　　方

　　　９日（月） 永田・今生

※指定日に申告できない方

大桃 乙沢

　　１０日（火） 宮本・横町・折橋・丹藤

※指定日に申告できない方

上平・南郷上町

　　１１日（水） 新町・西町・田島上町・松下 谷地・福田

　　１２日（木） 後原・大町・上中町
※指定日に申告できない方

　　１３日（金） 中町・本町・東町

　　１５日（日） ※指定日に申告できない方

　　１６日（月） ※指　　定　　日　　に　　申　　告　　で　　き　　な　　い　　方

※「指定日に申告できない方」に当たる日は、該当する地域の方のみが対象です。お間違えないようご注意ください。

申告相談スケジュール

№ 質　　　問 回　　　　　　　　　　答

１
町県民税の申告をしないと、どうなり
ますか？

　申告内容は、町県民税をはじめ国民健康保険税、介護保険料、福祉の扶助、国民
年金保険料の減免、公営住宅使用料などの計算に必要な基礎資料です。
　申告をしないことで、各種控除が受けられず、税金や料金などの額が高くなるこ
ともあります。
　さらに、遺族年金や障害者年金などの非課税所得のみの方や、申告をする必要が
ない方も、申告することで後期高齢者医療保険料の軽減や、臨時福祉給付金などを
受けられる場合もあるので、ご相談ください。
　そのほか、税関係の証明書の交付を受けたい方は申告が必要です。

２
源泉徴収票がないのですか、申告でき
ますか？

　申告では必ず源泉徴収票を確認しますので、紛失した場合は、給与は勤め先、年
金は管轄する年金事務所で再発行してから申告してください。
　同じく、控除証明書も原本を確認しますので、紛失した場合は再発行が必要です。

３
住んでいる地域以外の会場でも、町県
民税の申告相談はできますか？

　申告に必要な資料は、住んでいる地域の会場に準備してありますので、お住まい
の地域の会場で申告してください。

４
都合により、地区の指定日に会場へ行
けないときはどうすればよいですか？

　「地区指定日に申告できない方」のための相談日を設けていますので、その指定
日にご来場ください。

５
自分で会場に行けないときは、どうす
ればよいですか？

　「代理人」や「郵便」で申告できます。
①代理人が申告する場合は次の３点が必要
　⑴代理人であることが確認できる書類（委任状など。）
　⑵代理人の身元確認書類（マイナンバーカード、運転免許証など。）
　⑶申告者本人の番号確認書類（マイナンバーカード、または通知カードの写し。）
②郵便で申告する場合
　希望する方に申告書類をお送りしますので、問い合わせ先までご連絡ください。

６
収入が無い場合でも、町県民税の申告
は必要ですか？

　次に該当する方は、申告が必要です。希望する方には申告書を送付しますので、
問い合わせ先までご連絡ください。
①町内に居住する家族の扶養でない方
②税関係の証明書が必要な方（所得証明書、課税証明書など。）

７
遺族・障害年金、雇用（失業）保険、
傷病手当のみを受給していますが、町
県民税の申告は必要ですか？

　これらの収入は、税額を計算する際の課税対象の収入にはなりませんが、継続し
て受給する場合は、申請のときに所得証明書が必要になる場合があります。
※税関係の証明書は、申告をしないと交付することができません。

８
パートやアルバイトで収入が少額です
が、町県民税の申告は必要ですか？

（学生を含む。）

　給与支払報告書が勤務先から町に提出されている場合は申告不要ですが、提出さ
れていない場合は町県民税の申告が必要です。
　提出の有無は、勤務先にお問い合わせください。

９
町県民税の申告案内が届かないときは、
申告は不要ですか？

　昨年、町で申告した方には、１月下旬に申告相談の案内通知を送付します。
　通知が届かなくても、申告が必要な方は申告してください。
※７ページの申告フローチャートをご確認ください。

10
公的年金収入が４００万円以下です
が、町県民税の申告は必要ですか？税
務署では申告は不要といわれました。

　次に該当する方は、町県民税の申告が必要です。
①所得税の還付を受ける方
②公的年金以外の所得（営業、農業、不動産、給与、一時所得など。）がある方。
③源泉徴収票に含まれていない控除を追加したい方（社会保険料、医療費、　生命
保険料、地震保険料など。）

11
医療費控除は、医療費が１０万円以上
でないと対象外ですか？

　控除の対象は次の金額ですが、１０万円以下でも該当する場合があります。
　『医療費の合計※－【「総所得金額等×５％」または「１０万円」の少ない額】』
※「医療費の合計」は、保険金などの補てん金を差し引いた額
　また、特例（セルフメディケーション税制）として、健康診断や予防接種などの
一定の取り組みをし、スイッチＯＴＣ医薬品の購入金額が合計１万２千円以上の場
合は、医療費控除の対象です。

12
昨年は送迎バスがありました。今年も
利用できますか？

　昨年同様、指定地区の方には送迎バスを運行しますのでご利用ください。
　詳しい運行時間などは、後日チラシでお知らせします。

問い合わせ先は７ページをご確認ください。

申告相談Ｑ＆Ａ
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学
ぶ
キ
ミ
た
ち
を
応
援

学
ぶ
キ
ミ
た
ち
を
応
援
!!!!

令
和
２
年
度
の
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

　

奨
学
金
は
、「
能
力
が
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
経
済
的
な
理
由
か
ら

就
学
が
困
難
な
方
」
に
必
要
な
資
金

を
お
貸
し
す
る
こ
と
で
、
教
育
の
機

会
均
等
と
健
全
な
社
会
の
発
展
に
貢

献
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

内
容
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

【奨学金（貸与）の額】
種　　別 区分 金　額

高等学校
（申請に応じて金額を決定）

国公立 17,000円（月額）
または 30,000円（月額）

私　立 32,000円（月額）
高等専門学校 － 22,000円（月額）

短期大学・大学・大学院
国公立 37,000円（月額）
私　立 42,000円（月額）

各種専門学校
（２年以上の修業） － 32,000円（月額）

医療関係技術者養成学校
（看護師※） － 600,000円（年額）

※看護師資格を取得し、町内へ看護師として就職したときには、
　返済を免除される場合があります。

支

給

要

件

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
に

限
り
ま
す
。

①
町
出
身
の
学
生
、
か
つ
保
護
者
が

　

町
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
。

②
品
行
が
正
し
く
、
学
術
に
優
れ
て

　

い
る
こ
と
。

③
経
済
的
な
理
由
か
ら
、
就
学
が
困

　

難
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

申

請

手

続

　

奨
学
金
の
貸
与
を
希
望
す
る
場
合

は
、
募
集
案
内
を
確
認
の
上
、
必
要

書
類
を
整
え
て
問
合
せ
先
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
募
集
案
内
は
問
合
せ
先
で
交
付
す

　

る
ほ
か
、
郵
送
に
よ
る
送
付
も
可

　

能
で
す
。

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
関
係
書

　

類
な
ど
を
入
手
で
き
ま
す
。

申

請

期

間

１
月
17
日
（
金
）
～
２
月
14
日
（
金
）

決

定

方

法

　

内
定
後
に
面
談
を
経
て
決
定
し
、

書
面
で
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

問

合

せ

●
教
育
委
員
会 

学
校
教
育
課

　
　
　
　
　
　
（
役
場
本
庁
３
階
）

電
話
０
２
４
１
（
６
２
）
６
３
０
０

●
教
育
委
員
会 

分
室

　
　
　
　
　
　
（
伊
南
総
合
支
所
内
）

電
話
０
２
４
１
（
７
６
）
７
７
１
８

HP http://w
w

w.m
inam

iaizu.org/

教
育
委
員
会
表
彰

皆
さ
ん
の
栄
誉
を
た
た
え
ま
す

　

文
化
の
向
上
や
教
育
の
振
興
発
展

に
貢
献
し
、
そ
の
功
績
が
顕
著
で
あ

る
方
を
表
彰
す
る
た
め
、
該
当
者
の

内
申
を
受
け
付
け
ま
す
。

種
類
・
基
準

【
功
労
表
彰
・
功
績
表
彰
】

　

町
教
育
関
係
機
関
、
各
種
団
体
の

委
員
な
ど
。（
在
職
年
数
に
よ
り
表
彰
）

【
奨
励
賞
】

　

左
表
の
と
お
り
。

対

象

者

・
町
民

・
町
内
に
在
籍
す
る
団
体

・
町
内
の
学
校
、
幼
稚
園
、
そ
の
他

　

の
教
育
機
関
の
職
員

【奨励賞の表彰基準】

区　分
大　　会　　規　　模

全国 東北 全県

スポーツ ８位以内入賞 ３位以内入賞 優　勝

芸術文化 ５位以内入賞 ３位以内入賞 最上位

※平成３１年２月から令和２年１月までの成績

締

切

　

１
月
31
日
（
金
）

そ

の

他

・
本
年
度
の
表
彰
に
間
に
合
わ
な
い

　

場
合
は
、
来
年
度
の
表
彰
に
内
申

　

し
て
く
だ
さ
い
。

・
審
査
委
員
会
を
経
て
表
彰
者
を
決

　

定
し
、
追
っ
て
表
彰
式
の
日
程
な

　

ど
を
通
知
し
ま
す
。

問

合

せ

教
育
委
員
会 

学
校
教
育
課

　
　
　
　
　
　
（
役
場
本
庁
３
階
）

電
話
０
２
４
１
（
６
２
）
６
３
０
０

令
和年

度元

田島税務署からのお知らせ
令和元年分

所得税等確定申告のご案内

申告書作成会場のご案内申告書作成会場のご案内

区分 内　　容 注　　意　　事　　項
開設場所 田島税務署 １階 会議室

開設期間 ２月１７日（月）～３月１６日（月）

◆土・日、祝日は除きます。
◆譲渡所得、贈与税に関する相談は、木・金曜日に行います。
◆開設期間前は会場を設置いたしませんので、開設期間中に
　お越しください。

開設時間
午前９時～午後５時

（相談受付は午後４時まで）
◆混雑の状況によっては、早めに相談受付を終了する場合が
　ありますので、ご了承願います。

【問合せ】田島税務署　電話０２４１（６２）１２３０
※自動音声によりご案内しています。相談内容に応じて該当の番号を選択してください。

税金の納付は振替納税が便利です！税金の納付は振替納税が便利です！
【令和元年分の納税期限】

種　　　別 納税方法 納税期限
申告所得税及び復興特別所得税・贈与税 納付書払い ３月１６日（月）
申告所得税及び復興特別所得税 振 替 納 税 ４月２１日（火）
消費税及び地方消費税（個人事業者） 納付書払い ３月３１日（火）
消費税及び地方消費税（個人事業者） 振 替 納 税 ４月２３日（木）

（注）贈与税は振替納税できません。

マイナンバーの記載等マイナンバーの記載等
　確定申告書を提出するときは、毎回、「マイナンバー（１２桁）の記載」と「本人確認書類の提示または写しの添付」
が必要です。
　　　　　　　　　　　　　　　【例１】マイナンバーカード
　　　　　　　　　　　　　　　【例２】「通知カード」＋「運転免許証」、「公的医療保険の被保険者証」など。

本人確認書類の例

配偶者控除と配偶者特別控除が変わりました配偶者控除と配偶者特別控除が変わりました
～ 平成３０年４月の確定申告から ～

　①配偶者の合計所得金額のほか、申告される方ご本人の所得金額に応じて適用されます。
　②控除額が変更されました。

医療費控除は領収書の提出が不要に医療費控除は領収書の提出が不要に
　領収書の代わりに、「医療費控除の明細書」の添付が必要になりました。
※医療費の領収書は、自宅で「５年間保存」する必要があります。
※平成２９年分から令和元年分までは、医療費の領収書の添付または掲示でも申告が可能です。

申告書の作成は国税庁ホームページが便利です！申告書の作成は国税庁ホームページが便利です！
　国税庁のホームページで、所得税や消費税の申告書などが作成できます。
◆作成した申告書は、マイナンバーカードとＩＣカードリーダライタ、またはマイナンバーカード対応のスマートフォ
　ンを用意すれば、「ｅ - Ｔａｘ（電子申告）」で提出できます。
◆事前に税務署で手続きすると、マイナンバーカードとＩＣカードリーダライタなどをお持ちでない方でも、「ｅ - Ｔａｘ
　（電子申告）」を利用できます。
◆印刷して郵送などで提出することもできます。
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　●私たちの会社は、こんな仕事をしています
　弊社は、ビジネスホテル2か所（ダイワリンクホテル会津田島、ダイワリンクホテル南相馬）の運営を行っています。
　ダイワリンクホテル会津田島は２０１８年９月にオープンし、滞在型ビジネス＆リゾートホテルをコンセプトに、南会津地方の玄関口である会津
田島を観光の拠点としてとらえ、ホテルが地域発展のために少しでもお役にたてればと考えています。

シリーズ 22

～町のがんばる企業紹介～

南会津★

ＰＲＩＤＥ

南会津★

ＰＲＩＤＥ

南会津★

ＰＲＩＤＥ
プ ラ イ ド 住　所 氏　名 住　所 氏　名 住　所 氏　名

東 京 都 葛 飾 区 杉山　俊子　様 神奈川県小田原市 田嶋　正貴　様 埼玉県さいたま市 麥倉　祐一　様

東京都江戸川区 佐藤　泰信　様 千 葉 県 千 葉 市 我妻　明義　様 埼玉県さいたま市 内山　真悟　様

東 京 都 目 黒 区 塩野伊豆海　様 千 葉 県 千 葉 市 室井　俊之　様 埼 玉 県 草 加 市 後藤　勝行　様

東 京 都 新 宿 区 冠城　　慎　様 千 葉 県 千 葉 市 鎌田　憲明　様 埼 玉 県 越 谷 市 齋藤　孝裕　様

東 京 都 杉 並 区 須田　美雅　様 千 葉 県 流 山 市 川上　貴巨　様 静 岡 県 藤 枝 市 高井　秀喜　様

東 京 都 板 橋 区 月田耕一郎　様 千 葉 県 印 西 市 田中　　勉　様 愛知県名古屋市 丹羽　房子　様

東 京 都 府 中 市 高畑　鉄也　様 千 葉 県 松 戸 市 小川　　勝　様 京 都 府 京 都 市 金子　真司　様

東京都八王子市 池田　裕美　様 千 葉 県 松 戸 市 花井　　勇　様 広 島 県 呉 市 蒲生　貴之　様

東 京 都 町 田 市 高山謙太郎　様 千 葉 県 松 戸 市 福本　直紀　様 福 島 県 郡 山 市 黄　　英雄　様

神奈川県川崎市 塩野　高峰　様 千 葉 県 船 橋 市 湯田　信之　様 宮 城 県 仙 台 市 小林　　学　様

神奈川県横浜市 佐藤　清孝　様 千 葉 県 柏 市 野本　啓介　様 匿 名 希 望 １３９件

１１月１４日から１２月１５日の間に、納税（応援寄附金）いただいた方々をご紹介します。（計１７１件）

ふるさと納税（応援寄附金）ありがとうございます

　ふるさと納税は、パソコンやスマートフォンからもお申し込みができるほか、
クレジット決済もできます。詳しくは、町ホームページをご覧ください。

総合政策課 企画政策係
電話 0241－62－6210

問南会津町 ふるさと納税

【
い
た
だ
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

※
紙
面
の
都
合
上
、
一
部
省
略
し
て
掲
載
し
て
い
ま

　

す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
出
生
地
が
旧
田
島
町
で
す
。
お
年
寄
り
が
増
え
て
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
駅
周
辺
で
な
く
少
し
離
れ
た
場
所
の
交
通
の
便
を
考
え
て
い

た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。
い
つ
ま
で
も
故
郷
「
南
会
津
町
」

が
変
わ
ら
な
い
町
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

▼
伊
南
川
あ
ゆ
ま
つ
り
に
行
き
ま
し
た
。
以
前
か
ら
興
味
が
あ
っ
た

舘
岩
の
前
沢
曲
家
集
落
も
見
学
で
き
ま
し
た
。
温
泉
や
ス
キ
ー
場
な

ど
い
ろ
い
ろ
魅
力
が
あ
り
ま
す
。
赤
か
ぶ
漬
も
大
好
き
で
す
。

▼
夫
婦
で
小
豆
温
泉
花
木
の
宿
に
泊
ま
り
、
高
畑
ス
キ
ー
場
を
訪
れ

る
の
が
恒
例
行
事
で
す
。
早
割
シ
ー
ズ
ン
券
も
手
に
入
れ
ま
し
た
。

大
浴
場
改
修
工
事
後
の
宿
泊
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

次
回
は
「
私
が
亡
く
な
っ
た
後
、
相
続
人
が
ス
ム
ー
ズ
に
相
続
手
続
き
を
進
め

る
方
法
は
あ
り
ま
す
か
？
」
が
テ
ー
マ
で
す
。

　
　
【
問
合
せ
】
福
島
県
司
法
書
士
会　

電
話
０
２
４
（
５
３
４
）
７
５
０
２

　
　
【
問
合
せ
】
福
島
地
方
法
務
局　

電
話
０
２
４
（
５
３
４
）
２
０
４
５

第
２
回
「
先
日
、
父
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

不
動
産
の
手
続
き
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
す
か
？
」

相
続
人
の
間
で
遺
産
分
割
協
議

を
し
、
相
続
す
る
人
が
法
務
局

に
相
続
登
記
を
申
請
し
ま
し
ょ
う
。

　

亡
く
な
っ
た
方
（
被
相
続
人
）
が

遺
言
を
残
し
て
い
な
い
場
合
、
民
法

で
定
め
ら
れ
て
い
る
優
先
順
位
に
よ

り
相
続
人
が
決
ま
り
ま
す
。

　

配
偶
者
は
常
に
相
続
人
と
な
り
ま

す
が
、
そ
の
他
の
相
続
人
は
次
の
順

番
で
決
ま
り
ま
す
。

①
被
相
続
人
の
子
や
孫

②
被
相
続
人
の
父
母
や
祖
父
母

③
被
相
続
人
の
兄
弟
姉
妹
や
甥
姪

　

相
続
手
続
き
を
進
め
る
に
は
、
ま

ず
、
被
相
続
人
の
出
生
か
ら
死
亡
ま

で
の
戸
籍
を
集
め
、
相
続
人
を
確
定

さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、
相
続
人
の
間
で
遺
産
分
割

協
議
を
し
、
相
続
す
る
人
を
決
め
ま

す
。
不
動
産
だ
け
で
な
く
、
預
貯
金

や
株
式
な
ど
も
遺
産
分
割
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

　

不
動
産
を
相
続
す
る
人
が
決
ま
っ

た
ら
、「
戸
籍
」
や
「
遺
産
分
割
協
議

書
」を
整
え
、

で
き
る
だ
け

早
め
に
管
轄

の
法
務
局
に

登
記
申
請
を

し
ま
し
ょ
う
。

答
　

相
続
し
た
不
動
産
の
相
続
登
記
を
放
置
し
た
こ
と
で
、
登
記
上
の
所
有
者
と

実
際
の
所
有
者
が
異
な
る
ケ
ー
ス
が
多
く
あ
り
、
所
有
者
不
明
の
土
地
や
建
物

の
問
題
が
社
会
的
関
心
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ラ
ム
で
は
、
相
続
登
記
の
必
要
性
や
重
要
性
を
、
わ
か
り
や
す
く
お

伝
え
し
ま
す
。

連
載
コ
ラ
ム
「
相
続
登
記
」
パ
ー
ト
２

フロント 客室

朝食会場 自動精算機

　●会社のＰＲＩＤＥ（誇り）は！

　「お客様第一」と「地域社会への貢献」を目標に掲げ、日々行動し
ています。
　客室で特にこだわったのは、幅１４０㎝のゆったりとした固めの
ベッドです。
　ビジネスと観光の拠点として宿泊施設を提供することで、これを
きっかけに地域の交流人口の増加につながればと思っています。

　●主な業務内容

【宿泊施設】　・ダイワリンクホテル会津田島：全５０室
　　　　　　・ダイワリンクホテル南相馬：全７０室
　今後県内に５店舗程度、ホテルの新規開業を予定しております。
※両施設ともにチェックイン、チェックアウトの手続きが簡単な
　自動精算機を採用し、 4 か国語（日本語、英語、韓国語、中国語）
　に対応しております。
【地域活動】　会津田島祇園祭に屋台を出店

株式会社 ダイワリンクホテルズ
ダイワリンクホテル会津田島

　●新入社員インタビュー（五十嵐さん）

・入社のきっかけは
　　地元のために何か役に立つ仕事がしたいと思っていた所、新し
　くホテルができたことを知り、仕事を通してお客様を笑顔にでき
　るよう一生懸命働きたいと強く思いました。
・やりがいはどんな時に感じるか
　　お客様から「ありがとう」「また泊まりたい」などの言葉をいた
　だいたときに喜びを感じ、やる気になります。

▼
鶴
瓶
の
家
族
に
乾
杯
！
で
放
送
さ
れ
た
の
で
、

知
名
度
上
が
っ
て
嬉
し
い
で
す
。

▼
会
津
木
綿
が
好
き
な
の
で
申
し
込
み
ま
し
た
。

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
今
年
も
ふ
る
さ
と
納
税
が
で
き
ま
し
た
。
大
雨

で
壊
れ
た
木
賊
温
泉
「
岩
風
呂
」
の
再
建
に
お
役

に
立
て
れ
ば
幸
い
で
す
。

▼
山
々
、
お
酒
、
祇
園
祭
な
ど
、
魅
力
い
っ
ぱ
い

の
祖
母
の
出
身
地
で
あ
る
南
会
津
を
応
援
し
て
い

ま
す
！

▼
旅
行
で
南
会
津
を
訪
れ
、
自
然
を
満
喫
し
ま
し

た
。
寄
付
金
は
自
然
保
護
に
使
っ
て
い
た
だ
け
る

と
幸
い
で
す
。

▼
台
風
の
影
響
で
入
れ
な
く
な
っ
た
温
泉
の
早
期

復
活
を
願
い
ま
す
。

▼
南
会
津
町
観
光
物
産
協
会
の
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｂ
Ｅ

を
み
て
ふ
る
さ
と
納
税
を
決
め
ま
し
た
。
今
後
も

素
敵
な
情
報
を
た
く
さ
ん
発
信
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
父
の
故
郷
で
す
。
豊
か
な
自
然
を
守
っ
て
下
さ

い
。
高
齢
者
支
援
も
お
願
い
し
ま
す
。

▼
水
引
地
区
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
町
を
応
援
し
た
い
の
で
納
税
し
ま
す
。

▼
南
会
津
町
と
大
宮
は
少
し
離
れ
て
い
ま
す
が
、

東
武
鉄
道
の
線
路
と
優
し
い
気
持
ち
は
、
い
つ
で

も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
応
援
し
て

い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
が
代
わ
り
ま
し
た

　

平
成
20
年
１
月
１
日
か
ら
４
期
12

年
に
わ
た
り
、
人
権
擁
護
委
員
と
し

て
活
動
さ
れ
て
き
た
木
下
武
司
さ
ん

（
会
津
高
原
）
が
、
令
和
元
年
12
月

31
日
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

長
い
間
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

後
任
に
は
、
令
和
２
年
１
月
１
日

付
け
で
星
善
光
さ
ん
（
松
戸
原
）
が

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
任
期
は

３
年
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
人
権
擁
護
委
員
と
は
、
人

権
擁
護
法
に
基
づ
い
て
人
権
相
談
を

受
け
た
り
、
人
権
の
考
え
を
広
め
た

り
す
る
活
動
を
し
て
い
る
民
間
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　

町
内
に
は
、
７
人
の
人
権
擁
護
委

員
が
お
り
ま
す
の
で
、
人
権
問
題
で

困
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ
れ
ば
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
福
島
地
方
法
務
局
若
松
支

局
で
は
、
電
話
で
の
相
談
も
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

【
相
談
窓
口
】

福
島
地
方
法
務
局 

若
松
支
局

電
話
０
２
４
２
（
２
７
）
１
４
９
８

【
町
内
の
人
権
擁
護
委
員
】

地
域
　

氏　

名　

（
地　

区
）

田
島

川
島　

敬
章
（
川　

島
）

佐
藤　

美
千
（
福
米
沢
）

渡
邉
サ
イ
子
（
関　

本
）

舘
岩

星　
　

善
光
（
松
戸
原
）

伊
南

齋
藤　

友
一
（
白　

沢
）

南
郷

角
田　
　

厚
（
大　

橋
）

近
藤　

甚
悦
（
鴇　

巣
）

木
下
武
司
さ
ん
（
会
津
高
原
）
が
退
任
、

　
　
　
　
　
　
　
後
任
に
星
善
光
さ
ん
（
松
戸
原
）

【会社概要】
　◆代表取締役：安藤　元二　◆設立：２０１５年（平成２７年）１２月１１日
　◆本社：郡山市朝日三丁目２- ２７　◆ＨＰ：https://daiwalinkhotels.com/

【ダイワリンクホテル会津田島】
　◆住所：南会津町田島字大坪９　◆従業員数：１１人（男性１人・女性１０人）
　◆ＴＥＬ：０２４１- ６４- ８７７７　◆ＦＡＸ：０２４１- ６４- ８７７８
　◆採用情報：ホテルスタッフ募集中（正社員・パート）
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役場からのお知らせ
town office information

令和２年度
放課後児童クラブ入所児童募集のご案内

令和２年４月１日から、放課後児童クラブへ入所を希望する児童を次のとおり募集します。
入所希望する保護者の方は、期間内にお申込みください。

放課後児童クラブとは
　共働き世帯の小学校の児童を、授業終了後から保護者の帰宅
時間まで専任のスタッフがお預かりし、友達と遊びや宿題など
をして過ごす場を提供します。また、夏休みなどの休校日でも
安全に過ごすことができます。

対象児童
　保護者の就労や家族の介護・看護のた
めに、日中留守になる家庭の小学生

募集内容等
地域 学　区 名　　称 電話番号 定　員 申込期限

田島

田 島 小 学 校 あ た ご っ こ ク ラ ブ ６２－０１８９ ６０人

２月７日
（金）

田島第二小学校 ＧＯＧＯキッズクラブ ６２－７１５５ ２５人

桧 沢 小 学 校 ひのきやまびこクラブ ６２－０７２４ ２０人

荒 海 小 学 校 げ ん き っ こ ク ラ ブ ６６－２６８８ ２５人

南郷 南 郷 小 学 校 南郷放課後児童クラブ ７２－２４０９ ２０人

舘岩 舘 岩 小 学 校 舘岩放課後児童クラブ ０８０- ５７４３- ７６０９ ２０人 ２月２８日
（金）伊南 伊 南 小 学 校 ス マ イ ル ク ラ ブ ７６－２１２３ ２０人

開所日時等
区分

項目 通常保育 一　日　保　育

開 所 日 毎週月曜 ～ 金曜 毎月第１・第３・第５土曜日、学校行事の振替休日、夏休みなどの長期休業期間
※毎月第２・第４土曜日、日曜日、祝祭日、年末年始は閉所日です。

開 所 時 間 午後１時 ～ 午後７時 午前８時 ～ 午後７時

負 担 金 児童１人あたり月額５, ０００円

申込方法
　問い合わせ先に備え付けの申請書に記入の上、進学を希望する地域
の窓口に提出してください。
　※申込期限にご注意ください。

その他
①募集の結果、次に該当する場合は入所をお断りすることがあります。
　◆希望する児童クラブが定員を超えている場合
　◆審査基準（年齢・家庭状況）に照らし合わせて優先順位の低い児童
　◆調査の結果、児童を保護する方が昼間にいると判断された場合
②定員を超えても、なお入所を希望する場合は「待機者」となります。
③ 4 月から学区を変更する予定の方は、進学を希望する学区の児童クラ
　ブを記入して、対象の地域の問い合わせ先窓口に提出してください。

【問合せ】
健康福祉課　子育て支援係
　　電話０２４１－６２－６１７０
舘岩総合支所　町民課　住民係
　　電話０２４１－７８－３３２５
伊南総合支所　町民課　住民係
　　電話０２４１－７６－７７１３
南郷総合支所　町民課　住民係
　　電話０２４１－７２－２２２５

役場からのお知らせ
town office information
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ま ち ま ち の の 話 題話 題
news ＆ topics

ま ち ま ち の の 話 題話 題
news ＆ topics

田島寿学園愛宕学級が世代間交流
笑顔があふれ、心温まる交流会

みんなで一緒に記念撮影

　

12
月
６
日
、
田
島
寿
学
園
愛
宕
学
級
（
室
井

義
典
委
員
長
＝
水
無
）
は
、
田
部
原
保
育
所
の

子
ど
も
た
ち
と
伝
承
遊
び
や
ふ
れ
あ
い
遊
び
を

通
し
て
、
世
代
間
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

室
井
委
員
長
は
、「
毎
年
、
子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
が
見
ら
れ
て
、
私
た
ち
も
元
気
を
も
ら
え

ま
す
。
今
後
も
、
お
互
い
に
良
い
関
係
を
保
ち

な
が
ら
、
交
流
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
、
取

り
組
み
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

会
の
最
後
に
は
、
学
級
生
は
布
ボ
ー
ル
、
児

童
は
お
礼
を
書
い
た
メ
モ
ス
タ
ン
ド
の
、
手
作

り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
交
換
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
全
員
か
ら
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
心
温
ま

る
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

県愛鳥週間ポスターコンクール
舘岩中の藤原さんが３年連続受賞の快挙

賞状を手にする藤原さん（左から２人目）

　

福
島
県
愛
鳥
週
間
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

（
中
学
校
の
部
）
で
、
舘
岩
中
学
校
３
年
の
藤

原
世
望
さ
ん
が
福
島
県
地
方
振
興
局
長
賞
を
受

賞
し
、
12
月
10
日
、
同
校
で
芳
賀
稔
校
長
ら
の

立
会
い
の
も
と
、
佐
瀨
昌
之
南
会
津
地
方
振
興

局
県
民
環
境
部
長
か
ら
賞
状
の
伝
達
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

県
で
は
、
野
性
鳥
類
の
保
護
思
想
を
普
及
す

る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
愛
鳥
週
間
（
毎
年
５
月

10
日
か
ら
16
日
）
を
県
民
に
広
く
浸
透
さ
せ
る

た
め
、
県
内
の
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
を
対

象
に
愛
鳥
週
間
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

藤
原
さ
ん
は
、
３
年
連
続
で
同
賞
を
受
賞
す

る
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

食べ残しゼロ学習会
食品ロスの方法を楽しく学ぶ

クイズに答える子どもたち

　

12
月
3
日
、「
食
べ
残
し
ゼ
ロ
学
習
会
」
が

舘
岩
会
館
で
開
催
さ
れ
、
舘
岩
幼
稚
園
と
同
園

小
規
模
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
、
舘
岩
小
１
・

２
年
生
の
児
童
ら
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

学
習
会
に
は
、
取
り
組
み
を
進
め
る
県
か
ら

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
キ
ビ
タ
ン
」
も

駆
け
つ
け
、
子
ど
も
た
ち
は
キ
ビ
タ
ン
と
一
緒

に
ク
イ
ズ
や
ダ
ン
ス
を
し
な
が
ら
、
ど
う
し
た

ら
食
品
ロ
ス
や
食
べ
残
し
ゼ
ロ
へ
つ
な
が
る
か

を
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。

　

ク
イ
ズ
は
、「
1
人
あ
た
り
1
日
分
の
食
品

ロ
ス
は
お
茶
碗
1
杯
分
」「
買
い
物
前
に
冷
蔵

庫
の
中
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
」
と
い
う
内
容
で
、

子
ど
も
た
ち
は
身
近
な
問
題
に
熱
心
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。

　

安
全
で
安
心
で
き
る
明
る
い
地
域
社
会
の
実

現
の
た
め
、
犯
罪
や
非
行
の
予
防
活
動
を
は
じ

め
、
罪
を
犯
し
た
人
の
更
生
に
対
す
る
地
域
の

理
解
を
深
め
る
活
動
な
ど
を
使
命
と
す
る
保
護

司
。

　

こ
の
た
び
、
南
会
津
地
区
保
護
司
会
（
大
山

義
幸
会
長
）
に
所
属
す
る
星
登
志
一
さ
ん
（
長

野
）
が
法
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
、
12
月
４

日
、
受
賞
の
報
告
の
た
め
町
長
室
を
訪
れ
ま
し

た
。

　

星
さ
ん
は
、
平
成
12
年
に
保
護
司
に
委
嘱
さ

れ
、
約
20
年
の
長
き
に
わ
た
り
保
護
観
察
や
犯

罪
予
防
活
動
な
ど
の
活
動
に
尽
力
、
そ
の
ご
功

績
が
認
め
ら
れ
、晴
れ
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

左から大宅町長、星登志一さん、大山義幸会長

星登志一さんが法務大臣表彰を受賞
犯罪や非行の未然防止に尽力

　

和
太
鼓
演
奏
者
が
憧
れ
る
夢
舞
台
「
さ
い
た

ま
市
・
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
」。
東
西
南
北

か
ら
集
結
し
た
チ
ー
ム
に
よ
る
日
本
一
決
定
戦

が
、
12
月
８
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
日
本
大
会
を
制
し
た
白
鼓
は
、
プ
ロ
や
強

豪
が
ひ
し
め
く
一
般
の
部
で
第
３
位
に
輝
く
と

と
も
に
、
審
査
員
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

南
会
津
の
創
建
話
を
基
に
し
た
創
作
曲
「
ざ

ん
ざ
」
を
演
奏
し
た
白
鼓
は
、
前
半
は
凍
て
つ

く
雪
と
氷
の
世
界
を
、
後
半
は
花
が
芽
吹
き
舞

う
田
島
の
四
季
を
春
を
、
太
鼓
、
篠
笛
、
舞
、

鳴
り
物
の
全
て
を
駆
使
し
て
表
現
。
チ
ー
ム
カ

ラ
ー
と
す
る
〝
太
鼓
で
語
る
物
語
〟
で
、
会
場

を
魅
了
し
ま
し
た
。

夢舞台で第３位と審査員特別賞に輝く

　ジュニアの部に出場した鼓狐は、神が宿る山の力強さと雄大さ、神使の白狐の賑やかさを
篠笛の響きにのせて表現し、第５位に輝きました。

第11回日本一決定戦＝田島太鼓龍巳会「白
び ゃ っ こ

鼓」

　

リ
ー
ダ
ー
の
渡
部
龍
大
さ
ん
（
18
歳
）
は
、

「
大
舞
台
で
メ
ン
バ
ー
全
員
が
一
体
と
な
り
、

満
足
の
い
く
演
奏
が
で
き
ま
し
た
。
審
査
員
の

方
々
か
ら
毎
年
高
評
価
を
い
た
だ
き
、
本
当
に

あ
り
が
た
い
で
す
。
さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
し

て
が
ん
ば
り
ま
す
。」
と
飛
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

南会津地方広域市町村圏組合 新消防庁舎
地域防災の要、開庁

関係者によるテープカット

　

災
害
時
の
指
揮
や
情
報
伝
達
の
中
核
機
能
を

維
持
し
、
高
度
情
報
化
社
会
に
対
応
し
た
処
理

シ
ス
テ
ム
を
備
え
、
さ
ら
に
は
環
境
保
全
に
も

配
慮
し
た
新
消
防
庁
舎
（
田
島
字
鎌
倉
埼
）
の

開
庁
式
が
、
12
月
４
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

管
理
者
の
菅
家
三
雄
只
見
町
長
が
「
地
域
の

安
全
安
心
を
守
る
た
め
、
全
職
員
が
一
丸
と
な

っ
て
消
防
活
動
に
務
め
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
、

消
防
本
部
の
菅
家
光
喜
消
防
長
が
「
消
防
に
寄

せ
ら
れ
る
期
待
に
応
え
る
た
め
、
誠
心
誠
意
で

職
務
に
専
念
し
ま
す
」と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

な
お
、
隣
接
す
る
旧
庁
舎
は
解
体
さ
れ
、
訓

練
棟
や
車
庫
棟
が
整
備
さ
れ
ま
す
。

全国大会第７位＝田島中野球部
キャッチボールの祭典へ出場

　

１
チ
ー
ム
９
人
で
、
２
分
の
間
に
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
の
回
数
を
競
う
「
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
ク

ラ
シ
ッ
ク
」。

　

正
確
さ
と
ス
ピ
ー
ド
、
さ
ら
に
は
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
が
求
め
ら
れ
る
こ
の
競
技
は
、

（一社）
日
本
プ

ロ
野
球
選
手
会
が
誕
生
さ
せ
た
も
の
で
、
12
月

７
日
、
西
条
市
東と
う
よ予
運
動
公
園
（
愛
媛
県
西
条

市
）
で
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

福
島
県
大
会
を
３
位
で
突
破
し
た
田
島
中
学

校
野
球
部
（
目
黒
貴
裕
監
督
）
は
決
勝
ま
で
駒

を
進
め
、
３
年
生
13
人
全
員
で
挑
ん
だ
最
後
の

大
舞
台
で
第
７
位
に
輝
き
ま
し
た
。

　

一
般
開
放
さ
れ
た
会
場
に
は
プ
ロ
野
球
12
球

団
の
現
役
選
手
も
駆
け
付
け
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

や
エ
キ
シ
ビ
ジ
ョ
ン
マ
ッ
チ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
催
し
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

最後まで素晴らしいチームワークを発揮

堂々たる演奏で第５位＝田島太鼓龍巳会「鼓
こ こ

狐」
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【
開
催
日
】

　

２
月
15
日
（
土
）
～
16
日
（
日
）

【
場
所
】

　

高
野
地
内　

高
野
癒
し
の
森

【
参
加
料
】

　

有
料

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
イ
ベ
ン
ト
（
予
定
）】

　

カ
ン
ジ
キ
ウ
ォ
ー
ク
、
カ
マ
ク
ラ

　

作
り
、
雪
像
作
り
、
フ
ァ
ッ
ト
バ

　

イ
ク
で
ス
ノ
ー
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、

　

間
伐
体
験
な
ど
。

【
出
店
（
予
定
）】

　

豚
汁
や
カ
レ
ー
、コ
ー
ヒ
ー
な
ど
。

【
申
込
締
切
】

　

２
月
12
日
（
水
）

※
申
し
込
み
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
。

交 流 広 場交 流 広 場

認
知
症
カ
フ
ェ

第
５
回 

脳
げ
ん
き
カ
フ
ェ

　

認
知
症
や
介
護
に
関
す
る
勉
強
会

や
悩
み
ご
と
の
相
談
、
情
報
交
換
な

ど
、
美
味
し
い
お
茶
と
お
菓
子
を
食

べ
な
が
ら
お
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

　

１
月
28
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

【
場
所
】

　

役
場
１
階 

多
目
的
ホ
ー
ル

【
内
容
】

・
認
知
症
予
防
の
た
め
の
運
動

・
参
加
者
同
士
の
交
流

・
専
門
職
に
よ
る
相
談
対
応

※
運
動
で
き
る
服
装
で
お
越
し
く
だ

　

さ
い
。

【
参
加
料
】

　

１
０
０
円

【
申
込
み
】

　

不
要
で
す
。

【
問
合
せ
】

　

南
会
津
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

電
話 

０
２
４
１（
６
４
）５
０
３
５

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

　

誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
教
室

で
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。
み
ん
な
と
楽

し
く
、
体
操
や
交
流
活
動
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

【
日
程
等
】

持ち物 内容 場所 日時

針
、
ハ
サ
ミ
、
か
ぎ
針
、　

毛
糸
、
老
眼
鏡　
　
　
　
　

刺
し
子
、
簡
単
な
小
物
作
り

編
み
物
、
お
し
ゃ
べ
り
会　

会
津
田
島
祇
園
会
館

１
月
17
日
（
金
）

午
前
10
時
～

午
前
11
時
30
分

２
月
21
日
（
金
）

午
前
10
時
～

午
前
11
時
30
分

【
問
合
せ
】

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
花 

南
会
津

　

電
話 

０
２
４
１（
６
２
）８
７
０
０

高
野
の
雪
ま
つ
り
２
０
２
０

高
野
の
雪
ま
つ
り
２
０
２
０

ホームページはスマート
フォンからも閲覧できます。
ＱＲコードを読み取ってく
ださい。

　

高
野
の
雪
ま
つ
り
２
０
２
０
最
大

の
楽
し
み「
日
本
一
の
雪
の
滑
り
台
」

を
、ひ
と
足
先
に
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

　

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】

　

２
月
９
日
（
日
）

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
２
時

【
場
所
】

　

高
野
地
内
の
林
道

【
参
加
料
】

　

無
料

※
保
険
は
各
自
で
ご
対
応
く
だ
さ
い
。

【
持
ち
物
】

　
「
ソ
リ
」「
ヘ
ル
メ
ッ
ト
」

※
で
き
る
限
り
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
レ
ン
タ
ル
は
大
人

　

の
み
。

【
申
込
方
法
】

　
「
住
所
」「
氏
名
」「
性
別
」「
電
話

番
号
」
を
、
メ
ー
ル
か
電
話
で
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
込
締
切
】

　

２
月
５
日
（
水
）

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
森も

り

の
林
野
会か
い　

野
田

℡ 

０
８
０
（
３
３
８
５
）
８
２
８
４

Ｅ
メ
ー
ル morinokai.minamiaizu@gmail.com

町
民
限
定
！

町
民
限
定
！

ひ
と
足
お
先
に
滑
り
台
を
体
験

ひ
と
足
お
先
に
滑
り
台
を
体
験

スタートからゴールまで一気に滑る気分は爽快！

　

高
野
地
区
に
製
作
す
る
〝
日
本
一
の
雪
の
滑
り
台
〟
を
中
心
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
企
画
さ
れ
ま
す
。

　

ア
ク
テ
ィ
ブ
に
楽
し
む
雪
ま
つ
り
に
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、

ご
来
場
く
だ
さ
い
。 す

ま
い
る
だ
よ
り

「
本
当
の
強
さ
と
は
②
」

ｖｏｌ 21

【
子
育
て
の
ご
相
談
】

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

「
え
が
お
」
（
健
康
福
祉
課
内
）

電
話 

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
７
０

メ
ー
ル egao@minamiaizu.org

前
回
の
す
ま
い
る
だ
よ
り
で
、

本
当
の
強
さ
と
は
自
分
の
弱

さ
を
知
っ
て
い
る
こ
と
と
、
嫌
な
こ

と
や
つ
ら
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
「
立

ち
直
る
力
（
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
）
」
を

身
に
付
け
る
こ
と
で
、
周
り
に
上
手

に
Ｓ
Ｏ
Ｓ
が
出
せ
る
子
ど
も
に
な
る

こ
と
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
育
て
る
た
め

に
は
、
①
生
活
習
慣
を
整
え

る
、
②
人
を
頼
っ
て
成
功
す
る
、
③

興
味
を
生
か
す
役
割
を
持
つ
、
④
サ

ポ
ー
ト
を
受
け
て
気
持
ち
を
切
り
替

え
る
の
４
つ
の
ス
テ
ッ
プ
が
あ
り
ま

す
が
、
今
回
は
ス
テ
ッ
プ
②
の
「
人

を
頼
っ
て
成
功
す
る
」
こ
と
を
詳
し

く
お
伝
え
し
ま
す
。

ス
テ
ッ
プ
①
に
あ
る
よ
う
に
、

生
活
が
整
っ
て
き
た
ら
子
ど

も
の
意
欲
を
尊
重
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

体
験
を
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
大
切
な

こ
と
は
、
失
敗
よ
り
も
成
功
が
多
く

な
る
よ
う
に
周
囲
が
サ
ポ
ー
ト
す
る

こ
と
で
す
。

世
の
中
に
は
、
失
敗
か
ら
学
ぶ

と
い
う
考
え
も
あ
り
ま
す
が
、

サ
ポ
ー
ト
を
受
け
て
い
る
子
ど
も
で

も
、
日
常
の
中
で
失
敗
す
る
機
会
が

ゼ
ロ
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
で
す
か
ら
、
サ
ポ
ー
ト
を
受
け

れ
ば
解
決
で
き
る
よ
う
な
失
敗
は
、

サ
ポ
ー
ト
を
得
て
成
功
で
き
る
と
い

う
「
成
功
体
験
」
に
変
え
て
い
く
こ

と
が
、
よ
ほ
ど
意
味
が
あ
る
も
の
に

な
り
ま
す
。

成
功
体
験
を
多
く
積
ん
だ
子
ど
も

は
、
自
信
や
意
欲
を
持
ち
、
失

敗
し
て
も
立
ち
直
る
よ
う
に
な
っ
て

い
く
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

子
ど
も
が
苦
手
な
分
野
に
取
り

組
む
と
き
も
同
様
で
す
。
苦

手
な
分
野
で
は
失
敗
が
増
え
、
何
を

す
る
に
も
時
間
が
か
か
る
よ
う
に
な

り
が
ち
で
す
。
大
人
も
難
題
と
向
き

合
っ
た
と
き
は
、
周
囲
に
相
談
す
る

な
ど
し
て
人
の
助
け
を
借
り
た
り
し

ま
す
。
子
ど
も
が
苦
手
な
分
野
で
人

を
頼
る
と
き
は
、
気
持
ち
よ
く
応
じ

る
こ
と
が
よ
い
支
援
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

そ
し
て
、
成
功
体
験
を
多
く
得

る
た
め
に
、
ま
ず
は
日
々
の

生
活
の
中
で
目
標
を
立
て
て
い
く
こ

と
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。
目
標
を

【
お
す
す
め
図
書
】

発
達
障
害
の
子
の
立
ち
直
り
力

「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
育
て
る
本
」

藤
野
博
・
日
戸
由
刈
／
監
修

に
つ
な
が
り
ま
す
。

子
ど
も
に
伝
え
た
い
言
葉
の
例

と
し
て
、「
か
っ
こ
い
い
」
「
す

て
き
」
な
ど
の
評
価
す
る
言
葉
や
、

「
う
れ
し
い
」
「
あ
り
が
と
う
」
な
ど

の
保
護
者
の
気
持
ち
を
表
現
す
る
言

葉
、
あ
る
い
は
「
ど
ん
ま
い
」
「
次

も
あ
る
よ
」
な
ど
の
失
敗
を
や
わ
ら

げ
る
意
味
を
持
つ
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

大
切
な
こ
と
は
、「
他
の
子
と
比

べ
て
ほ
め
る
」
を
し
な
い
こ
と

で
す
。
他
の
子
と
比
べ
て
ほ
め
ら
れ

て
育
っ
た
自
信
は
、
小
さ
な
失
敗
で

す
ぐ
に
壊
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

ど
う
か
家
庭
で
は
、
子
ど
も
の

安
全
な
居
場
所
と
確
か
な
自

信
を
身
に
付
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
が
、
少
し
の
こ
と
で
あ
き
ら
め

な
い
、
立
ち
直
り
の
力
に
な
り
ま
す
。

え
よ
う
と
し
て
も
、
子
ど
も
は
大
人

の
思
う
よ
う
に
は
動
く
こ
と
が
で
き

な
い
の
で
、
集
団
生
活
の
中
で
役
立

つ
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
、
一
緒
に
生

活
す
る
家
族
が
日
常
的
に
取
り
入
れ

る
方
法
を
使
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト
は
「
子
ど
も
の
前
」

で
「
大
人
が
や
っ
て
み
せ
る
」

こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
ち
ょ
っ
と
し

た
手
伝
い
に
も
「
あ
り
が
と
う
」
と

言
う
こ
と
、
困
っ
て
い
る
人
が
い
た

ら
「
手
伝
い
ま
し
ょ
う
か
」
と
声
か

け
る
、
遅
れ
て
し
ま
っ
た
ら
「
遅
れ

て
す
み
ま
せ
ん
」
と
言
う
な
ど
の
簡

単
な
こ
と
で
大
丈
夫
で
す
。
家
族
の

ふ
る
ま
い
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
一

番
な
じ
み
や
す
い
ツ
ー
ル
と
し
て
使

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
頑
張
っ
た
経
過
を
ほ
め
る

目
標
の
達
成
は
も
ち
ろ
ん
、
た

と
え
失
敗
し
て
も
「
頑
張
っ

た
経
過
」
を
ほ
め
る
こ
と
を
繰
り
返

し
ま
す
。
子
ど
も
に
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
感
想
や
意
見
が
「
励
ま
し
」
や
「
評

価
」
と
し
て
心
に
残
り
ま
す
。
結
果

と
し
て
、
こ
の
積
み
重
ね
が
自
分
を

大
切
に
す
る
気
持
ち
（
立
ち
直
る
力
）

リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
、
そ
の
中
で
も

子
ど
も
が
す
で
に
「
ほ
ぼ
で
き
て
い

る
こ
と
」
を
目
標
に
し
ま
す
。

私
た
ち
大
人
は
、
ど
う
し
て
も

子
ど
も
に
と
っ
て
「
ま
だ
難

し
い
こ
と
」
や
「
大
人
に
言
わ
れ
た

ら
で
き
る
こ
と
」
を
最
初
か
ら
目
標

に
し
が
ち
で
す
。
一
方
で
、
「
ほ
ぼ

で
き
て
い
る
こ
と
」
を
目
標
に
し
て

取
り
組
む
と
、
そ
の
活
動
が
確
か
な

生
活
習
慣
と
し
て
定
着
す
る
た
め
、

着
実
に
成
功
し
な
が
ら
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。

ま
た
、
目
標
を
立
て
て
経
験
を

積
ん
で
い
く
と
き
は
次
の
こ

と
を
気
に
か
け
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

①
集
団
生
活
の
ル
ー
ル
を
日
常
生
活

　

の
中
で
示
す

子
ど
も
は
一
度
経
験
し
た
こ
と

を
外
出
先
で
も
同
じ
よ
う
に

実
践
し
が
ち
で
す
。
「
お
礼
を
言
わ

な
い
」
「
先
生
な
ど
大
人
の
悪
口
を

言
う
」
な
ど
の
、
好
ま
れ
な
い
行
為

が
意
識
せ
ず
に
習
慣
に
な
っ
て
い
る

と
、
外
出
先
で
思
わ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
の

元
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
と
は

い
え
、
よ
い
習
慣
を
技
術
と
し
て
教
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12月 会議・行事名
１ 湯田ヒサコ氏百歳賀寿贈呈式
３ スキー場安全祈願祭（だいくら・

南郷）/ 田島地区民生委員児童
委員協議会委嘱状交付式 / ㈱
一十八日復興ビジネスコンテス
ト受賞報告 / 課長会議

４ 南会津地方広域市町村圏組合新
消防庁舎開庁式 / 星登志一氏法
務大臣表彰受賞報告 / 伊南地域
区長・行政連絡員会議

５ スキー場安全祈願祭（たかつえ）
/ 県立高等学校改革懇談会 / 南
郷地域区長・行政連絡員会議

６ 第４回議会定例会（初日）/ 議
会全員協議会 / 南会津警察署諸
活動報告会

10 南会津会講話
11 第４回議会定例会（２日目）
12 第４回議会定例会（３日目）
13 除雪専門員辞令交付式 / 除雪機

械始動式/第４回議会定例会（最
終日）

16 町農業委員会意見書提出
17 舘岩地域区長会要望書提出 / 舘

岩地域区長会・地域協議会意見
交換会

18 スキー場安全祈願祭（高畑ス
キー場）/ 商工会街中活性化調
査報告会 / 若者定住応援プログ
ラム交付金交付式

19 郵便局との包括的連携協定調印
式 / 建設業協会田島支部懇談会

20 ようこそ町長室へ（舘岩地域）
23 会津鉄道㈱取締役会 / 総合戦略

推進本部会議
24 田部区要望書提出 / 南会津会理

事会 / 南会津地方広域市町村圏
組合管理者会

25 第三セクター統合検討協議会 /
南会津法人会要望書提出 / 猪股
洋氏秋の叙勲・児山孝美氏秋の
褒章受章報告

26 シルバー人材センター門松寄贈
/ 只見川電源流域振興協議会

27 仕事納め式（町・南会津地方環
境衛生組合）/ 課長会議 / 菊地
淳氏ふるさと納税来庁

大宅町長の公務百景
町長の公務を
報告するコーナーです。

№ 66
くらしの情報
local   life   Information

くらしの情報
このコーナーの見方

注

日 日時
場 会場
料 料金

内 内容
対 対象者
定 定員

申 申込み 問 問合せ
℡ 電話番号 HP ホームページ
Ｅ E-mail 締 締切
Ｆ FAX 注意事項

他 その他

お
知
ら
せ
・
募
集

②
施
設
見
学
会
を
開
催
し
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
～
職
業
訓
練
の
疑
問
を
解
決
～

　

職
業
訓
練
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
、
実
習
の
様
子
を
目
で
見
て
直
接
講
師

か
ら
話
を
聞
く
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
希
望
さ
れ
る
方
は
訓
練
も
体
験
で

き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

１
月
20
日
（
月
）・
22
日
（
水
）・
27
日
（
月
）・

　

29
日（
水
）午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
45
分

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津
（
会
津
若
松
市
神

　

指
町
大
字
南
四
合
字
深
川
西
２
９
２
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
会
津

　

０
２
４
１
（
６
２
）
１
１
０
１

日℡ 場問

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津

か
ら
の
お
知
ら
せ　

 　
　

①
職
業
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す

　

も
の
づ
く
り
分
野
で
早
期
に
再
就
職
を
目
指

す
求
職
者
の
方
々
を
対
象
に
、
７
か
月
間
の
職

業
訓
練
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
事
業
主
の
ご

要
望
に
お
応
え
し
た
短
期
の
在
職
者
訓
練
な
ど

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

コ
ー
ス

Ｃ
Ａ
Ｄ
・
Ｎ
Ｃ

電
気
設
備
技
術

定

員

24
人

訓
練
期
間
３
月
３
日
～
８
月
28
日
（
６
か
月
間
）

対
象
者
公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
登
録
さ
れ
て
い

る
方
で
、
職
業
訓
練
の
受
講
が
望
ま
し
い

と
判
断
さ
れ
た
方

訓
練
場
所
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津
（
会
津
若
松
市

神
指
町
大
字
南
四
合
字
深
川
西
２
９
２
）

受
講
料
無
料

募
集
締
切
２
月
18
日
（
火
）

選
考
日
時
２
月
20
日
（
木
）
午
前
９
時

公
開
講
座

「
未
来
に
つ
な
ぐ
相
続
登
記
」

　

相
続
登
記
が
社
会
的
関
心
を
集
め
て
い
る
こ

と
を
ご
存
じ
で
す
か
。

　

相
続
登
記
の
放
置
や
未
了
は
、
い
わ
ゆ
る
所

有
者
不
明
土
地
問
題
の
表
面
化
や
、
適
正
に
管

理
さ
れ
て
い
な
い
空
き
家
が
増
加
す
る
要
因
の

一
つ
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

法
務
局
で
は
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
に
、
相

続
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
公
開
講
座
を
開

催
し
ま
す
の
で
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　

１
月
28
日
（
火
）
午
後
１
時
～
午
後
３
時

　

福
島
地
方
法
務
局
若
松
支
局 

３
階
会
議
室

日場

ふ
く
し
ま
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
の

ご
案
内

未
来
に
プ
ラ
ス
の
仕
事
と
会
社
を
見
つ
け
よ
う

　

大
学
な
ど
の
卒
業
予
定
者
の
就
職
を
支
援
す

る
た
め
、
福
島
県
最
大
規
模
の
就
職
ガ
イ
ダ
ン

ス
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

区

分

東
京
会
場

福
島
会
場

参
加
予
定

企
業
数

１
３
１
社

２
６
１
社

開
催
日

３
月
２
日
（
月
）

３
月
５
日
（
木
）

会

場
池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

シ
テ
ィ

　
　

文
化
会
館
ビ
ル

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト

　
　
　
　

ふ
く
し
ま

時

間

午
前
10
時
～
午
後
５
時

対
象
者

①
令
和
３
年
３
月
に
大
学
院
、
大
学
、
短
期

　

大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
等
を

　

卒
業
（
修
了
）
予
定
の
方

②
平
成
30
年
３
月
以
降
に
大
学
院
、
大
学
、

　

短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校

　

等
を
卒
業
（
修
了
）
さ
れ
た
方

問
合
せ

（一社）
キ
ャ
リ
ア

　
　
　
　

支
援
機
構

℡
０
２
４
（
９
４
１
）

　

１
７
１
１

福
島
労
働
局

　
　
　

職
業
安
定
課

℡
０
２
４
（
５
２
９
）

　

５
３
９
６

　

相
続
と
遺
言
／
公
証
人 

山
口
和
秀 

氏

　

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
／
法
務
局
登
記
官

　

無
料

　

先
着
24
人　

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

　

福
島
地
方
法
務
局
若
松
支
局 

総
務
課

　

０
２
４
２
（
２
７
）
１
４
９
８
㈹

　

０
２
４
２
（
２
７
）
１
４
５
２

料定 内申℡Ｆ

－　プロフィール　－

湯田 ヒサコ さん（川島）

大正８年１２月１日 生まれ

【長寿の秘訣】
好き嫌いなく食べること

　　散歩をすること
【 家 族 】

子２人・孫４人・ひ孫１０人・玄孫８人

百 歳 賀 寿

おめでとうございます

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
会
津

　

０
２
４
１
（
６
２
）
１
１
０
１

℡ 申

消
費
税
増
税
対
策

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
販
売
中

　

家
計
に
与
え
る
影
響
の
緩
和
と
地
域
の
消
費

を
喚
起
す
る
た
め
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
と
子

育
て
世
帯
向
け
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
発

売
中
で
す
。

　

お
早
め
に
お
求
め
く
だ
さ
い
。

℡℡℡℡ 【
購
入
先
（
販
売
窓
口
）】

商
工
観
光
課

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
２
０
０

舘
岩
総
合
支
所　

振
興
課

　

０
２
４
１
（
７
８
）
３
３
３
０

伊
南
総
合
支
所　

振
興
課

　

０
２
４
１
（
７
６
）
７
７
１
５

南
郷
総
合
支
所　

振
興
課

　

０
２
４
１
（
７
２
）
２
９
０
０

※
開
庁
日
の
執
務
時
間
中
に
お
求
め
く
だ
さ
い
。

購
入
期
限
２
月
28
日
（
金
）

対
象
者

①
令
和
元
年
度
の
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い

　

な
い
方

②
平
成
28
年
４
月
２
日
か
ら
令
和
元
年
９
月

　

30
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
を
持
つ
世

　

帯
の
世
帯
主

購
入
方
法

　

対
象
者
に
郵
送
さ
れ
て
い
る
「
商
品
券
購

入
引
換
券
」
と
、
窓
口
に
来
ら
れ
る
方
の
身

分
証
明
書
（
免
許
証
・
保
険
証
な
ど
。）
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

使
用
期
限
３
月
15
日
（
日
）

　

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
の
施
行
に
伴
い
策

定
さ
れ
た
、
第
１
期
南
会
津
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
計
画
期
間
が
満
了
し
ま
す
。

　

国
が
示
す
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
次

の
５
年
間
に
向
け
た
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
や
総
合
戦
略

を
策
定
す
る
た
め
、
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
広
く
意

見
や
提
案
を
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ア
イ
デ
ア
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

【
募
集
分
野
】

①
都
市
か
ら
の
新
し
い
ひ
と
の
流
れ
。

②
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
環
境
の
充
実

③
町
の
特
性
を
生
か
し
た
し
ご
と
や
働
き
方
の
創
出

④
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、住
み
や
す
い
ち
ま
づ
く
り
。

【
対
象
者
】

　

町
民
と
町
内
に
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
方

【
募
集
期
限
】

　

１
月
20
日
（
月
）

【
応
募
方
法
】

　

ア
イ
デ
ア
記
入
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ア
イ
デ
ア
記
入

用
紙
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
る
ほ

か
、
応
募
先
ま
た
は
各
総
合
支
所
振
興
課
の
窓
口

に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

【
応
募
先
】

①
郵　

便　

〒
９
６
７
―
８
５
０
１（
住
所
記
載
不
要
）

　
　
　
　
　

総
合
政
策
課　

企
画
政
策
係

②
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
４
１
（
６
２
）
１
２
８
８

③
メ
ー
ル　

h_seisaku@m
inam

iaizu.org

※
メ
ー
ル
の
件
名
は
「
第
２
期
総
合
戦
略
に
関
す

　

る
意
見
」
と
し
て
く
だ
さ
い
。

【
注
意
事
項
】

・
応
募
い
た
だ
い
た
書
類
な
ど
は
返
却
で
き
ま
せ

　

ん
。

・
必
要
に
応
じ
、
担
当
職
員
か
ら
電
話
や
メ
ー
ル

　

で
問
い
合
わ
せ
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
電
話
や
匿
名
の
意
見
は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。

・
個
別
の
回
答
は
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

総
合
政
策
課　

企
画
政
策
係

　

℡
０
２
４
１
（
６
２
）
６
２
１
０

「
第
２
期
南
会
津
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

ア
イ
デ
ア

募

集
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健康通信
Health Information

月日 病　　院　　名 電　話

１月19日 佐 藤 医 院（下　郷　町） 0241-67-2134

　　26日 高 橋 医 院（南会津町） 0241-62-0040

２月２日 芳 賀 医 院（下　郷　町） 0241-67-2128

　　９日 長 谷 川 医 院（南会津町） 0241-62-0032

　　16日 馬 場 医 院（南会津町） 0241-62-0141

　　23日 な か や ク リ ニ ッ ク（南会津町） 0241-73-2036

※午前中のみの診察です。ご注意ください。

１ ・ ２月の日曜当番医
ー 町の保健事業の問合せは ー

健康福祉課　健康増進係
　　　　電話　０２４１- ６２- ６１７０
舘岩総合支所　町民課　住民係
　　　　電話　０２４１- ７８- ３３２５
伊南総合支所　町民課　住民係
　　　　電話　０２４１- ７６- ７７１３
南郷総合支所　町民課　住民係
　　　　電話　０２４１- ７２- ２２２５

乳幼児健診・相談カレンダー
●乳幼児健康診査

日　程 内　容 受付時間 場　　所 対　象　者

１月17日（金） ２歳児歯科健診

12：15～12：45 健診ホール
（御蔵入交流館内）

平成29年７月～８月生まれ

　　22日（水） ３歳６か月児健診 平成28年６月～７月生まれ

２月12日（水） １歳６か月児健診 平成30年６月～８月生まれ

　　19日（水） ３～４か月児健診 令和元年10月生まれ

健康通信
Health Information

心の健康相談のお知らせ
眠れない、心配ごとがある、お酒が止められない、認知症のこと・・・など、一人で抱え込んでいませんか。
話すことで楽になることもあります。秘密は厳守しますので、安心してご相談ください。

期　日 時　間 場　所 そ　　の　　他

２月５日（水） 13：30～15：00 南会津保健福祉事務所
（南会津保健所）

・相談は無料です。
・予約制ですので、事前に問い合わせ先へ
　お申込みください。

【問合せ】南会津保健福祉事務所（南会津保健所）保健福祉課　電話０２４１- ６３- ０３０５

１月の納税こよみ
町　　県　　民　　税　　第４期
国 民 健 康 保 険 税　　第７期
介 　 護 　 保 　 険 　 料　　第７期
後期高齢者医療保険料　　第６期
国　　民　　年　　金　　12月分

納期限は１月３１日（金）です

納税に関するお問い合わせ先は
税務課（町県民税等）　　　℡ 0241-62-6110

健康福祉課（介護保険料）　℡ 0241-62-6170

住民生活課　　　　　　　℡ 0241-62-6120
　　（後期高齢者医療保険料・国民年金）

舘岩総合支所　町民課　　　℡ 0241-78-3345

伊南総合支所　町民課　　　℡ 0241-76-7712

南郷総合支所　町民課　　　℡ 0241-72-2224

あなたの健康知識はどれくらい？～ふくしま健民検定に挑戦～
県では、皆さんの健康に関する知識や理解度をチェックする「ふくしま健民検定」を行います。
ぜひ挑戦してみてください。
【実施期間】２月６日（木）～２８日（金）

【参加方法】①ホームページの検定フォームから解答する。
　　　　　　②問題用紙を取り寄せ、解答を郵送する。（無料）

【合格基準】正答率７０％

【合格特典】①合格者全員に「認定証」と「ふくしま健民カード特別版」
　　　　　　　を贈呈します。
　　　　　　②合格者のうち、抽選で５０人に景品をプレゼントします。

【参　加　料】無料

【問　合　せ】ふくしま健民検定事務局
　　　　　　電話０２４- ９２７- ００２１（平日午前１０時～午後５時）
　　　　　　ホームページhttps://kenkou-fukushima.jp/kentei
　　　　　　（または「ふくしま健民検定」で検索）

㈱タニタヘルスリンクと協働した健康づくり㈱タニタヘルスリンクと協働した健康づくり
～修了セミナーを開催します～

町では今年度、新しい健康づくり事業を実施中です。

１０月４日（金）に開催した初回セミナーでは、

体組成測定や㈱タニタヘルスリンクの管理栄養士によるセミナーなどが行われました。

参加者はセミナーの内容や体組成測定の結果を踏まえ、

食事や運動面の約半年間の行動目標を立てるなど、真剣に受講されていました。

修了セミナーでは再び体組成測定を実施し、身体への変化などを振り返る予定です。

なお、初回セミナーに参加されなかった方でも、修了セミナーに参加できますので、

希望される方は問い合わせ先へお申し込みください。

●日　　時　　２月２８日（金）　午後６時～午後８時頃

●会　　場　　役場本庁舎　３階　正庁

●対　象　者　　２０歳～５９歳の町民の方

●申込み・問合せ　　健康福祉課　健康増進係　電話０２４１- ６２- ６１７０

初回セミナーの様子 体組成測定の項目
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電　　話　０２４１-６２-５５２２
開館時間　午前１０時～午後６時

図書館図書館へ行こう！

※住民基本台帳登録人口（外国人を含む）
まちの人口　◆令和２年１月１日現在

総人口 １５, ３１８ 人 （－２８）
男 ７, ５０８ 人 （－１６）
女 ７, ８１０ 人 （－１２）

世帯数 ６, ６１２ 世帯 （－　３）
※（　）内は前月比　

【一般図書】

かみさまは中学 1年生　　　　　　　　すみれ／著

いくつになってもこのコといっしょ　 徳田　竜之介／監修

暗約領域　　　　　　　　　　　　大沢　在昌／著

犯人は、あなたです　　　　　　　新堂　冬樹／著

出世花　　　　　　　　　　　　　　高田　郁／著

坂の上の赤い屋根　　　　　　　　真梨　幸子／著

ドラえもん０　　　　　　　藤子・Ｆ・不二雄／著

あたしたち、海へ　　　　　　　　井上　荒野／著

歩道橋シネマ　　　　　　　　　　　恩田　陸／著

わが殿　上・下　　　　　　　　　　畠中　恵／著

星と龍　　　　　　　　　　　　　　葉室　麟／著

【児童図書】

お願い！フェアリー♥２３　　　みずの　まい／作

家庭科室の日曜日　　　　　　　村上　しいこ／作

チコちゃんに叱られる　おとうさんおかあさんといっしょに

すごせるじかんはどれくらい？　　　　　　海老　克哉／文

せかいのトイレ　　　　　　　　　ＥＲＩＫＯ／著

しょうがくせいのおばけずかん　　　斉藤　洋／作

意味が分かると慄
おのの

く話　　　　　　　藤白　圭／著

ふゆのはなさいた　　　　　　　安東　みきえ／文

図解大事典　悪魔・天使・精霊　　冥界天界研究チームＴ＆Ｈ／編

しつないあそびの絵本　　ＷＩＬＬこども知育研究所／編・著

少年の太鼓　　　　　　　くすのき　しげのり／作

新 着 本 の ご 案 内

「誕生おめでとう」

「お悔やみ申し上げます」のコーナーは、

プライバシー保護のため削除します。

ご了承ください。

２月 （Ｆｅｂｒｕａｒｙ）

日日 月 火 水 木 金 土土

１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

１月 （Ｊａｎｕａｒｙ）

日日 月 火 水 木 金 土土

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

開 館 カ レ ン ダ ー

は休館日

イベントのご案内

≪おはなし会≫

テーマ 「いっしょ」

開催日 １月１８日（土）

時　間 午前１１時～

会　場 図書館内 読み聞かせコーナー

対　象
どなたでも参加できます。

（内容は幼児～小学校低学年向け。）

※申し込み不要です。直接会場にお越しください。
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まちの文芸

※新着本はこの他にも多数そろえてあります。ぜひご来館ください！

展示コーナーのご案内
182

コーナー 内　　容

ブックトラック
①

大河ドラマ 明智光秀展

ブックトラック
②

近年の芥川賞・直木賞展

ブラウンジング
コーナー

ドラえもん特集

企画展示 本屋大賞作品展

特別展示 アルメニア共和国関連本

追悼展示 追悼・中村 哲さん

えほんコーナー 川端 誠さんのえほん

かみしばい
コーナー

あたらしいかみしばい

こんげつの
３さつ

ねずみのよめいり
ね、うし、とら…十二支のはなし

こめだしだいこく

おはなし
子どもコーナー

読み聞かせ絵本リスト ２０１９冬

特別整理期間のお知らせ

２月３日（月）から２１日（金）までの間、

館内特別整理期間とシステム改修のため休館します。

ご不便をおかけしますが、ご協力をお願いします。

【　返　却　方　法　】

★本・・・・・御蔵入交流館入口の返却ポストへ。　　　　　

★ＡＶ資料・・２月２２日（土）以降に図書館カウンターへ。

【貸出冊数の制限】

★貸出冊数・・最大１５冊まで。　　　　　　　　

★対象期間・・１月２１日（火）～２月２日（日）

※団体への貸出は従来同様です。

と

◆新年明けましておめでとうございます。本年もどうぞ
　よろしくお願いします。
◆さて、年末年始はほとんど雪が降りませんでした。
◆本号の表紙で〝雪〟を当てにしていた私。「明日こそは」
　との願いもむなしく、迎えた仕事始めの日。
◆代案を考えながら訪れた施設の軒先に、力強く成長し
　ている氷柱を発見。
◆何とか理想の表紙を飾ることができました。

ご意見・ご要望は

コチラまで！

E-mail ： kouhou@minamiaizu.org
総合政策課　舟 木 浩 隆

編 記後集
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ホストタウンをＰＲ
～ 会津田島駅に懸垂幕を設置 ～

大会ホストタウン
シリーズ３

南会津町 × アルメニア共和国

東京２０２０　オリンピック
パラリンピック　への取り組み

アルメニア共和国の公用語は「アルメニア語」です。
アルメニア語は、５世紀初頭に発明されたとされる独自のアルメニア文字が使用されています。
字母は３８字、それぞれに大文字と小文字があります。

ジェスチャ 日本語 アルメニア語 ローマ字 読み

おはよう Բարի լույս Bari luys バリ ルイス

こんばんは Բարի երեկո Bari yereko バリ イェレコー

こんにちは Բարի օր Bari or バリ オール

さようなら Ձտեսություն Ts‘tesut‘yun ツテスチューン

ありがとう Շնորհակալություն Shnorhakalut‘yun シノルハカルチューン

はい Այո Ayo アヨ

いいえ Ոչ Voč‘ ヴォチ

アルメニア語を覚えて話してみよう！

～ アルメニア語 ～

　アルメニア共和国のホストタウンに登録され
たことを、町民の皆さんや町を訪れた方々に広
く周知するため、会津田島駅に懸垂幕を設置し
ました。（写真）
　町は、東京２０２０
オリンピック・パラリ
ンピック競技大会で、
アルメニア共和国の活
躍を応援します。
　皆さんも一緒に応援
しましょう！ 


